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行 政 視 察 報 告 書

令和 7年  8月  4日

長浜市議会議長 高 山  亨  様

長浜市議会議員  多賀 修 平 |,l③

私が出席した次の行政視察の結果について報告します。

1.視察等名  会派「新しい風」 行政視察研修会
2.視察期間  令和7年 7月 14日 (月 )、 15日 (火 )、 16日 (水 )
3.視察場所及び目的
①熊本県熊本市「産業立地施策について」

②長崎県大村市「市立大村市民病院再編について」

③福岡県福岡市「スタートアップ支援と企業誘致の推進施策について」

4.調査内容感想等
【視禁先③ l熊本県熊本市】

|

期 日 令和7年 7月 14日 (月 )
テーマ  産業立地施策について
(1)視察の目的
熊本市はここ数年、半導体関連企業を中心とした積極:的な企業議敷政

い

記

ンパクトを与えている。今回の視察では、熊本市がどのような政策手法を
日いて企業立地を促進し、それぬヽ地域経済や雇用創出にどのような波及
効果をもたらしているかを学ぶことを目的とした。
(2)視察内容

企業立地補助 ぼ・・最大 3Q億円、用地取得費 B設値投資額 口雇用
での

に

の

円または 25千円)
詳細は、「熊本市企業立地ガイド」をご確認ください。
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い

ハードロソフト両面での対策について、国や県と連携し、幹線道路等
の整備に取り組んでいます。本市北東部から西部までを結ぶ環状道路
が つ コ ノパー

の

の

2つ エ

用地整備事業の対象地区として追加する予定です。
L地元高校 日高専・大学との連携による人材育成

ヘ

や学生の地元での就職機会の創出を図つています。
との の

ため、地下水かん養対策や県と市が連携して工場排水の放流先の水質

ベン トヘの した の人力口 ど

監視を強化しています。
3 12

や

水保全等に関する不安の声は聞かれたものの、その事業そのものに対
する反対意見等はありませんでした。

(3)行政視察の結果を本市にどのように反映させるか
熊本市の人口規模は、7倍程度異なることから単純比較はできない。ま
た企業立地支援額も大きく違うが、立地支援に向けたメニューの点では

大いに参考となつた。インフラ整備も県との連携も強く、近年の企業誘致

を検討する場合には、あらゆる点について考えなければならないことを

学びました。長浜市においても企業誘致は、人口減少を歯止めし、市の財

政健全化に向けても、また若者の就業場所の確保の点で、喫緊の課題です。

しつかりと学んできた革項を整理tながら,今後の市の政策に反映し
たい。

〔視察先② 長崎県大村市】
日 7 7 15日
― マ つ ヽ

(1)視察の目的
多くの自治体が直面している課題として、自治体病院の経営悪化と持

院のあり方を考える上で、貴重な先行事例であると判断し、今回の視察を
に に て

(2)視察内容
日大村市民病院の経営状況・再編の経緯と背景
○新型コロナウイルス感染症の影響により低下していた病床利用率
は、現在もコロナ禍以前の水準に達していないものの近年は回復傾向
にあり、令和6年度には 90%台まで回復しました。
○しかし、長引く物価高騰や医師確保の問題など病院を取巻く環境
は依然として厳しい状況にあります。環境の変化に対応しながら経営
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の安定と強化を図り、市民が安全日安心で質の高い医療サービスを受け
られるよう、今後も医療提供体制の充実に努めていく必要があります。

つてい とか

す。

い してい

ってい
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の つた の

によると平成 23年度の累積不良債務 が 25 億 円 膨らむ見通しとなっ
た。
①そのまま放置すれば、大村市の財政悪化を招く恐れがあつたこと
から、今後の病院経営のあり方について検討するため、平成 18年 12月

に「大村市民病院の今後を考える市民懇話会」を設置した。
には

こつ い

この

る基本方針Jを策定 し、平成 20 井目徐 設民営方式の指定管理公

1 「 ン 2005

しつつ

者制度を導入する と I しました n

・再編後の病院機能 B診療科構成 H職員体制
日   移行前 (平成 20年 3月 31日 )
屈出病床数   ( 284 )床

現在 (令和 7年 3月 31日 )
21 2 )床

不家働病床数   ( 230 )床 212 床

32 29

148 162

職員総数 ( 246 )人 ( 339 )人
18 24

手術件数 (年 839 )件
`年

831 〕 件

救急受入件数  (年約 800) 件        (年 約 1.360)件
△7.0 △6.0

△ 5 1.4

22.8 27.5

※医師、看護師及び職員数は、正職員数

※指定管理者制度移行直後において 揮構科 目独 変 百 まないもののぶ

次の診療機能を追加

救魚総合診療科 J健康管理センター 紆実のイ
`幸

診 セ ンターの機能の充実 )

神経内科外来 日糖尿病専門外来・女性総合外科 E小児外科

※指定管理者制度移行直後の人員及び収支の推移は別途資料を参照
日地域住民への説明 日合意形成のプロセス

市議会において基本方針を説明し、指定管理者制度に移行するため

長 浜 市 議 会
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の条例改正の議決を得ました。また、地域住民に対しては、市の広報誌
等に おいて基本方針を掲載し、その後も指定管理者制度導入の経緯
から移行までの記事を定期的に掲載するなどして地域住民への説明に

努めました。
医療関係者 (病院職員)に対しては、組合との交渉及び協議を重ねま
した。
・民間医療機関との役割分担、近隣自治体との広域連携
大村市が属する県央医療圏において、急性期医療及び回復期医痙と
提供する役割を担っており、市内では、一次医療は開業医、二次医療は
市民病院、二次医療は長崎医療センターと医療機能ごとの医療提供体

制が構築されています。
つ こ

した

切れ目のない医療の提供に努めています。

(3)行政視察の結果を本市にどのように反映させるか
大村市では、市立大村市民病院の 営改善や再編成 I ついて抜本的な

方針転換を図つており、長浜市で正に検討中の点が多く共通しています。

また、大村市の財政悪化を招 く恐れもあることから、民間のノウハウを活

用することや、指定管理者制度の導 についても、色々研究されている非

常に参考となるものと思います。

大村市の場合は、再編への取組みを早い段階から進めておられること

から、昨今の社会情勢の変化とは少し検討がいるものと思われますが、現

在は一定の健全経営に向けて順調に進められているようです。大いに役

立てたいと思います n

7 1

テーマ  スタートアッ 支援と企業誘致の推進施策について
(1)視察の目的
福岡市は「グローバル創業日雇用創出特区 I 指‡され 以降ヽスターて

トアップ支援や企業誘致に注力し、全国でも先進的な取組を展開してい

ます。中でも「CIC fukuoka」 は、 内外のスタードアップやイノベータ

―が集う拠点として、2021年に開設され、イノベーション Hエ コシステ
ムの形成に重要な役割を果たしています。
今回の視察では、福岡市のスタートアップ支援政策や CIC福岡の取組、

こつ い の や

います。
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み Eシーンに寄 り添った支援 提供できるとされています。
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(3)行政視察の結果を本市にどのように反映させるか
福岡市は、人口 でも10数倍以上もの差があり、「ゲローバル創業ロ

し

FGN

が プ

々のスで

― ト

雇用創出特区Jの 定もされています。また、今 視 スタートアップ
エコシステムの形成においても ( 内外 レベルでの 組み をされていま

す。スタートアップ I 関わる人たちが集い、交流する も規模が異なり

ます。しかし、 では、日本はものづ くりの国であり、世界でも有数の

工場が全 各 触 広がっています∩長浜市 お い て キぅ各分野での起業者

たちlよ、日頃の研究の成果をスタートアップに挑戦されていることをお
聞きしています金△▼ の視察では、起業 I 向けての支 の規模や要件及び
きめ細かな対応なども多く学びました^長浜 :9 し 支ヽ の在り方も含め、し

引き続き、大い | 役 てたいと思いますn
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